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度が向上する乙とを見い出し. 1 0 -3 dt/ V • s e c I乙達する高移動度を示す新しい複合材料の開発に
成功している。
(5) 高移動度有機ポリシランの光・電子機能材料としての応用展開をはかり，適切な有機顔料との組み合
せにおいて実用可能な感度を有する電子写真有機積層感光体が構築できる乙とを示している。さらに有
機顔料から有機ポリシランへのキャリア注入において，従来の低分子化合物分散キャリア輸送材料に見
られない異常現象が存在することを指摘するとともに，この有機ポリシランの実用上の問題点に対する
-457-
解決法として有機低分子化合物の添加が有効であることを示している。
(6) 有機ポリシランの化学的性質である uv光分解性に着目して，従来にない全く新しい原理による多数
枚電子写真複写プロセスを考案し その動作原理を実証するとともに実際に印写試験によって実用可能
な印写プロセスとなり得ることを示している。
以上のように，本論文は新規な光・電子有機材料として有望な有機ポリシランにおけるキャリア輸送特
性を明らかにするとともに その応用展開をはかり 新規な有機感光体の構築と新しい印写プロセスの開
発に成功したもので，国体物性化学ならびに有機材料化学の発展に寄与するとともにその工業的発展に貢
献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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